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港北区社会福祉協議会広報紙 

「こうほく区社協だより 第４号」の送付について 

 

 

 

時下、ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。 

日頃から本会事業に対しまして格別のご配慮を賜り厚くお礼申しあげます。 

 さてこのたび、港北区社会福祉協議会の広報紙「こうほく区社協だより」第４号を発行

するはこびとなりました。つきましては、貴自治会・町内会での班回覧にご協力いただけ

ましたら幸いです。 

 不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせください。 

 ご多忙中大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：横浜市港北区社会福祉協議会 

渡辺・古澤・遠田 

電話 ５４７－２３２４ 

FAX ５３１－９５６１ 

E-mail hokuhoku@kouhoku-shakyo.jp 
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令和元年６月

●発行元
社会福祉法人

横浜市港北区
社会福祉協議会

私たちは 今年度も

まちの中の 「支えあい」を
応援していきます！

ここでご紹介したのは、ほんの一例です。

地区ごとそれぞれに、その地域に必要な事業や取組を、

自治会・町内会等と連携しながら進めています。

社会福祉協議会（社協）とは…

●社会福祉協議会（社協）は、戦後まもなく社会福祉活動を進めるために誕生した民間の非営利団体です。

全国、都道府県、指定都市、市区町村、地区単位に組織されています。

●港北区には、連合町内会単位にひとつずつ、計13の地区社会福祉協議会（地区社協）と

区全域を対象として活動する区社会福祉協議会（区社協）があります。

私たちは、「誰もが安心して自分らしく暮らせる地域社会をみんなでつくりだす」ことを目的に活動しています。

「誰もが」…には、子どもたちや高齢者、障害のある方など…さまざまな人が含まれています。

もちろん、この広報紙を読んでくださっている「あなた」もその中に入っています。

地域住民一人ひとりが、安心して暮らせる町にするために、みんなで課題や解決策を考えていく

地域住民に最も身近な組織のひとつとして「地区社会福祉協議会（地区社協）」が

あります。今号では、この「地区社協」についてご紹介します。

まちの中の「支えあい」って、どんなこと？ ～ 地区社協編 ～

子どもたちの安全を願って… ご近所パワーで困りごとを解決 心をこめた手作りのお弁当を

▲城郷ふれあいの会（制度では解決

できない暮らしの中のちょっとした困り

ごとに対応）〈城郷〉

▲毎年、新一年生に黄色い帽子等を

贈っています

〈新吉田・新吉田あすなろ・新羽・高田〉

▶配食よつ葉会

(ひとり暮らし等の

高齢者宅に旬の

食材を使った手作り弁当をお届け 〈大曽根〉

ご近所パワーで困りごとを解決



メンバーは誰？

活動の財源は？

「自分たちの地域は、自分たちで良くしていこう」という気持ちのある地域のさまざまな方々（地域住民）が

集まり、作られた組織です。

いろいろな団体等が参加しているので、それぞれの立場での意見や感じ

ているまちの課題、得意なもの…などを持ち寄ることができます。お互いに

アイデアを出し合いながら、自分たちのまちの未来を考えていけるのが地

区社協の特徴であり、良いところですよね。

例えば…

・ 自治会町内会

・ 民生委員・児童委員

・ 地域活動団体 (保健活動推進員・老人クラブなど)

・ ボランティアグループ

・ 福祉施設

（地域ケアプラザ・障害者施設・保育園高齢者施設等）

・ 関連分野の団体

(スポーツ推進員・保護司・青少年指導員・

学校・PTA・女性の会など）

・ 当事者の団体

（障害児者団体・家族会・子育てグループ）

・ NPO団体

・ その他（企業・商店・消防組織など）

主な財源は下記の①～⑤です。

①賛助会費（※）を財源とした助成金 ②年末たすけあい募金の配分金 ③他団体からの助成金

④地区社協の独自会費（一部の地区） ⑤寄付 など

※年に数回、「賛助会費運動」を実施し、趣旨に賛同する方々から「賛助会費」をいただいています。

寄せられた賛助会費は、さまざまな福祉活動の財源として活用しています。

「①賛助会費を財源とした助成金」 とは

「地区社協」 ってなんだろう？

賛助会費（一口 ￥2,000）

各 地区社協

区社協

￥

￥

￥

※10～20％は、賛助会費運動の
資材費と区域の福祉活動財源に充当

地域の
活動のために

活用

各地区で

集まった額の

80～90％を

地区社協へ

自分たちの

まちの

ために…



全国に広がる社協組織

●地区社協の応援

●地域福祉保健計画の推進

●生活支援体制整備事業

●各分科会の運営(5分科会)

●ボランティアセンター運営

・ 災害ボランティア支援

・ 善意銀行(寄付)の運営

●福祉教育

「区社協」ってどんな組織？

「 社協」 ってどんな組織？

地域で福祉活動に携わっているさまざまな団体・機関（地区社協、自治会町内会、民生委員児童委員、

ボランティア団体、福祉施設、行政機関など）が会員（正会員）となり、知恵と力と資金を出し合って、

福祉のまちづくりを考え、実践する民間団体です。

【参考】港北区社協 正会員数 254団体（令和元年6月1日現在）

どんな取組を行っているの？

●ふれあい助成金・みんなの助成金

●移動情報センター

●送迎サービス

●生活福祉資金貸付事業

●あんしんセンター

●(子どもの)居場所づくり支援

●食支援(フードドライブ等)

●福祉保健活動拠点の運営

●広報・啓発／ほくほくフェスタ

●団体事務

・ 赤い羽根の共同募金

・ 日本赤十字社

・ 社会を明るくする運動

・ 更生保護女性会

・ 遺族会 など

各事業の詳細はホームページをご覧ください！

港北区 社協検索

●「社協」は全国にあり、行政区域を単位として、全国・都道府県・市区町村にそれぞれ
設置されています。

●横浜市内には市社協と18の区社協（計19の社協）があり、それぞれに職員が配置さ
れています。

●全国的には地区社協がない地域も多い中、横浜には256（令和元年6月現在）
の地区社協が存在しています。

地
区
社
協

区
社
協

全
社
協

県
社
協

市
社
協

区社協の事業や取組今号で

ご紹介

地区社協支援をはじめとする「地域づくりを応援」する取組や、個人が抱える暮らしにくさや課題に対応する事業

（移動情報センター・あんしんセンターなどの個別のサポート）などを行っています。

しかし「地域づくりの応援」 と「個別のサポート」は、別々のものとして切り分けられるものではありません、区社協は

両者を一体的に捉える視点を大切に、取組を進めていこうと考えています。

また、会員のみなさまと障害や保育、ボランティアなどテーマごとに課題などを話し合い、解決に向けた取組につい

ても検討しています。

福祉教育



私たちは 今年度も

まちの中の 「支えあい」を
応援していきます！ 日吉地区

大川 陽子 大澤 有希 藤原 洋輔

田中 元子

高田地区

遠田 哲也藤原 洋輔

渡辺 麻希

遠田 哲也渡辺 麻希

新吉田地区

綱島地区

藤原 洋輔渡辺 麻希

新吉田あすなろ地区

古澤 英幸 田中 元子

新羽地区

大澤 有希藤原 洋輔

樽地区

石河 沙也佳 藤原 洋輔

大倉山地区

松本 幸子 田中 元子

城郷地区

大川 陽子古澤 英幸

菊名地区

大澤 有希 石河 沙也佳

大曽根地区

石河 沙也佳 遠田 哲也

篠原地区

大川 陽子 遠田 哲也

渡辺 麻希 遠田 哲也

師岡地区

事務局長
島本 洋一

事務次局長
高根澤 恵子

～ 「一人ひとりの困りごとに向き合える地域」 を目指して ～

社会福祉法人横浜市港北区社会福祉協議会（横浜市港北区大豆戸町13-1 吉田ビル206）

TEL 045-547-2324 ／ FAX 045-531-9561

令和元年度 「地区担当」のご紹介


